
 

授業科目名 ジュニアスポーツ指導論 実施時期 2 年次 前期・後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 

中村 拓人 

（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、 

      日本スポーツ協会公認ジュニアスポーツ指導員） 

【授業の概要・目的】 

 子どもたちが運動遊び・スポーツを通して健康で文化的な生活を送り、生涯にわたって

豊かなスポーツライフを継続する礎を築くことができるよう、ジュニア期の発育発達に応

じた運動遊び・スポーツ指導理論を理解する。 

【到達目標】 

①ジュニアスポーツ指導員の役割を理解する。 

②発育段階に応じたコーチングを理解できる。 

③発達段階における心身の特徴について理解できる。 

④発達段階における体力・動きについて理解できる。 

⑤発達段階におけるスポーツ外傷・障害、女性に起こりやすい諸問題について理解できる。 

⑥発達段階に応じた運動遊び・スポーツを実施することができる。 

⑦発育段階に応じた運動遊び・スポーツの指導計画を作成することができる。 

⑧発達段階に応じた運動遊び・スポーツの指導実践ができる。 

⑨発達段階に応じた運動遊び・スポーツの指導評価ができる。 

回 学  習  内  容 

１ 概論① 子どもにおける運動、スポーツの意義・価値 

２ 概論② 子どもを取り巻く環境、体力の現状と課題 身体活動ガイドライン 

３ 
概論③ 子どものスポーツ指導における現状と課題  

ジュニアスポーツ指導員の役割 

４ コーチング① コミュニケーションスキル よい指導者としての観点 

５ コーチング② 指導の留意点 プログラム作成のポイント 

６ 
コーチング③ 安全管理上の配慮事項 コーチングの実践事例  

ケーススタディ 

７ 体力について からだの発育・発達 運動能力の発育・発達 体力測定と評価 

８ 動きの発達① 動きの獲得 発達特性と個人差 

９ 動きの発達② 動きの質的評価 指導への応用 

１０ 
心理について こころの発育 心理的特徴 心理的アプローチ  

       子どものためのストレス・マネジメント 

１１ 栄養について 成長期における食事 栄養障害 水分補給 

 

 



 

回 学  習  内  容 

１２ スポーツ医学① からだの構造と成長発達 スポーツと内科的障害 

１３ スポーツ医学② スポーツによる外傷と障害 予防への取り組み 

１４ 女性とスポーツ① 女性の身体的・体力的特徴 女性に起こりやすい諸問題 

１５ 女性とスポーツ② 月経とコンディショニング 

１６ 発達段階に応じた運動遊び・スポーツの選択について 

１７ 発達段階に応じた運動遊び・スポーツの指導について 

１８ 発達段階に応じた運動遊び・スポーツのアイスブレイクの必要性について 

１９ 運動遊びのアレンジする必要性について 

２０ 年齢、体力に応じた指導について 

２１ 指導プログラムの作成① プログラムの作成、協議 

２２ 指導プログラムの作成② プログラム作成時の留意点 

２３ 指導実践① 指導に際して 

２４ 指導実践② 指導法・指導技術 

２５ 指導内容の評価① 

２６ 指導内容の評価② 

２７ 演習① 発達段階に応じた運動遊びのプログラム作成 

２８ 演習② 発達段階に応じた運動遊びの指導実践と評価 

２９ 演習③ 発達段階に応じたスポーツのプログラム作成 

３０ 演習④ 発達段階に応じたスポーツの指導実践と評価 

授業形態 講義、演習 評価方法 受講態度、レポート 

教 科 書 

『公認ジュニアスポーツ指導員専門科目テキスト』 

公益財団法人日本スポーツ協会 

『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

参 考 書  

 

 



 

授業科目名 スポーツプログラム特論 実施時期 2 年次 後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 

中村 拓人 

（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、 

      日本スポーツ協会公認スポーツプログラマー） 

【授業の概要・目的】 

 主として青年期以降の全ての人に対し、地域スポーツクラブなどにおいて、フィットネ

スの維持や向上のための指導・助言方法を習得する。 

【到達目標】 

①フィットネトレーニング等の実践ができる。 

②対象別のフィットネスプログラムを作成できる。 

③体力測定の実施評価をし、対象に応じたプログラムを作成できる。 

④フィットネスにおける健康管理ができる。 

⑤スポーツ相談の実際を理解できる。 

回 学  習  内  容 

１ 運動と健康① スポーツプログラマーの役割 

２ 運動と健康② 運動と健康について 

３ 
フィットネスプログラムの実際Ⅰ 

フィットネストレーニング① 全身持久力・身体組成系 

４ 
フィットネスプログラムの実際Ⅰ 

フィットネストレーニング② 筋力/筋持久力系 

５ 
フィットネスプログラムの実際Ⅰ 

フィットネストレーニング③ 柔軟性系 

６ 
フィットネスプログラムの実際Ⅰ 

フィットネストレーニング④ 調整力系 

７ フィットネスプログラムの実際Ⅱ 体操系① 体操 

８ フィットネスプログラムの実際Ⅱ 体操系② ストレッチング 

９ 
フィットネスプログラムの実際Ⅲ エアロビクス系(1) 

ウォーキング・ジョギング① 

１０ 
フィットネスプログラムの実際Ⅲ エアロビクス系(1) 

ウォーキング・ジョギング② 

１１ 
フィットネスプログラムの実際Ⅲ エアロビクス系(2) 

エアロビクスダンス① 

１２ 
フィットネスプログラムの実際Ⅲ エアロビクス系(2) 

エアロビクスダンス② 

 



 

回 学  習  内  容 

１３ 
フィットネスプログラムの実際Ⅳ レクリエーション・スポーツ系(1) 

軽スポーツ 

１４ 
フィットネスプログラムの実際Ⅳ レクリエーション・スポーツ系(2) 

運動ゲーム 

１５ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(1) 

壮年(中年)のフィットネスプログラム① 

１６ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(1) 

壮年(中年)のフィットネスプログラム② 

１７ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(2) 

高齢者のフィットネスプログラム① 

１８ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(2) 

高齢者のフィットネスプログラム② 

１９ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(3) 

女性のフィットネスプログラム① 

２０ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(3) 

女性のフィットネスプログラム② 

２１ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(4) 

障がい者のフィットネスプログラム① 

２２ 
フィットネスプログラムの実際Ⅴ 対象別フィットネスプログラム(4) 

障がい者のフィットネスプログラム② 

２３ 
フィットネスと健康管理 フィットネスと体調(1) 体調チェックの意義と方法 

体力測定と評価① 体力測定の方法 

２４ フィットネスと健康管理 フィットネスと体調(2) スポーツと疲労回復 

２５ フィットネスと健康管理 フィットネスと安全(1) ウォーミングアップ 

２６ フィットネスと健康管理 フィットネスと安全(2) クーリングダウン 

２７ 体力測定と評価② 測定結果の処理 

２８ 体力測定と評価③ 体力評価とスポーツプログラム 

２９ スポーツ相談の実際① スポーツ相談の意義 

３０ 
スポーツ相談の実際② スポーツ相談の実際 

スポーツ相談の技術 スポーツ相談の実習 

授業形態 講義、演習 評価方法 
受講態度、レポート 

筆記試験 

教 科 書 
『公認スポーツプログラマー養成講習会 専門科目テキスト』 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

参 考 書  

 



 

授業科目名 スポーツ・トレーニング指導論 実施時期 2 年次 前期・後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 トレーニング指導者として、基礎的な知識・技術を学習する。 

【到達目標】 

①トレーニング指導の基礎知識を理解できる。 

②トレーニング理論とプログラムを理解できる。 

回 学  習  内  容 

１ トレーニング指導者の役割 

２ トレーニング指導者の実務 

３ 体力トレーニング総論 

４ 運動生理学：骨格筋系・神経系・内分泌系と運動 

５ バイオメカニクス：スポーツ及びトレーニング動作のバイオメカニクス 

６ 運動と栄養（１）運動と栄養の基礎理論 

７ 運動と栄養（２）対象と目的に応じた栄養摂取 

８ 運動と医学：生活習慣病 

９ トレーニング効果の測定と評価 

１０ 測定データの分析とデータの活用法 

１１ トレーニング理論とプログラム① 長期的トレーニング計画 

１２ トレーニング理論とプログラム② レジスタンストレーニング 

１３ トレーニング理論とプログラム③ パワートレーニング 

１４ トレーニング理論とプログラム④ 持久力トレーニング 

１５ トレーニング理論とプログラム⑤ スピードトレーニング 

１６ 
トレーニング理論とプログラム⑥ 

柔軟性向上トレーニング及びウォームアップ、クールダウン、リカバリー 

１７ 
トレーニング理論とプログラム⑦ 

特別な対象のためのトレーニングとプログラム 

１８ 
トレーニング理論とプログラム⑧ 

生活習慣病、傷害の受傷から復帰までの トレーニングプログラム 

１９ トレーニングの実技と指導法 レジスタンストレーニングの実技と指導法① 

２０ トレーニングの実技と指導法 レジスタンストレーニングの実技と指導法② 

 



 

回 学  習  内  容 

２１ トレーニングの実技と指導法 パワートレーニングの実技と指導法① 

２２ トレーニングの実技と指導法 パワートレーニングの実技と指導法② 

２３ トレーニングの実技と指導法 持久力トレーニングの実技と指導法① 

２４ トレーニングの実技と指導法 持久力トレーニングの実技と指導法② 

２５ トレーニングの実技と指導法 スピードトレーニングの実技と指導法① 

２６ トレーニングの実技と指導法 スピードトレーニングの実技と指導法② 

２７ 
トレーニングの実技と指導法  

ウォームアップと柔軟性トレーニングの実技と指導法① 

２８ 
トレーニングの実技と指導法 

ウォームアップと柔軟性トレーニングの実技と指導法② 

２９ トレーニングの実技と指導法 その他のトレーニング実技と指導法① 

３０ トレーニングの実技と指導法 その他のトレーニング実技と指導法② 

授業形態 講義、演習 評価方法 受講態度、レポート 

教 科 書 トレーニング指導者テキスト理論編・実践編・実技編 

参 考 書  

 

 



 

授業科目名 スポーツ評価学演習 実施時期 2 年次 前期・後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 
中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 この科目では、スポーツ外傷・障害の好発部位に関する機能解剖学や運動器に多い外

傷・障害についての知識を深め、スポーツ現場での外傷・障害評価の方法習得することを

目的とする。 

【到達目標】 

①視診、触診、問診、ストレステストの各段階について説明できる。 

②各部位に多発するスポーツ外傷・障害の病態、受傷機転および代表的な発症要因につい

て説明できる。 

③ストレステストの手法および実施上の留意点について説明できる。 

回 学  習  内  容 

１ 

足趾と足部 

外傷・障害の病態、受傷機転 

２ 評価方法 

３ 演習 

４ 

足関節と下腿 

外傷・障害の病態、受傷機転 

５ 評価方法 

６ 演習 

７ 

膝関節 

外傷・障害の病態、受傷機転 
８ 

９ 
評価方法 

１０ 

１１ 
演習 

１２ 

１３ 

大腿部と骨盤帯 

外傷・障害の病態、受傷機転 
１４ 

１５ 
評価方法 

１６ 

１７ 
演習 

１８ 

１９ 

腰部 

外傷・障害の病態、受傷機転 

２０ 評価方法 

２１ 演習 

 



 

回 学  習  内  容 

２２ 

肩関節 

外傷・障害の病態、受傷機転 
２３ 

２４ 
評価方法 

２５ 

２６ 
演習 

２７ 

２８ 

肘関節 
外傷・障害の病態、受傷機転 

２９ 

３０ 評価方法・演習 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『理学療法評価法』中島 喜代彦、千住 秀明／神陵文庫 

『新・徒手筋力検査法』津山 直一 訳／協同医書出版 

『PT 臨床評価ガイド』畠 昌史／医学書院 

参 考 書 

『標準理学療法学 専門分野 理学療法評価学』 

奈良 勲 監修／医学書院 

『運動器の徒手検査法』福林 徹 編集／文光堂 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 5 検査・測定と評価』 

公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 テーピング実践 実施時期 3 年次 前期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 テーピングの目的、注意事項などの基礎的知識および身体各部位のテーピングの実施に

あたって必要な外傷のメカニズムを理解する。そして、実際に身体各部位のテーピングを

施行し、テーピングを行う際の注意点、コツなどについても理解を深め、技術の習得をは

かる。 

【到達目標】 

 テーピング実施における注意点や基礎的な知識を習得すること目指す。また演習を通し

て、スポーツ現場で使える実際に使うことのできる技術の習得を目指す。 

回 学  習  内  容 

１ 

上肢のテーピング（演習） 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

下肢のテーピング（演習） 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 
その他の部位へのテーピング（演習） 

１２ 

１３ 

上肢のスポーツ外傷・障害へのテーピング 

模擬症例への演習 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

 



 

回 学  習  内  容 

１９ 

下肢のスポーツ外傷・障害へのテーピング 

模擬症例への演習 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

総合演習 
２８ 

２９ 

３０ 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 トレーニング・フィットネス 実施時期 3 年次 後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー）、他 

【授業の概要・目的】 

 様々なスポーツ現場、トレーニングジム、プールで行われるトレーニングおよびフィッ

トネスプログラムを実施できるようになる。プログラム立案の基礎知識の習得に始まり、

対象者に実際に施行するための対人技能の習得をはかる。各リラクセーション方法につい

ても、演習を交えて学習する。 

【到達目標】 

・ストレングストレーニングの基礎知識を習得する 

・スプリント・アジリティ・エンデュランストレーニングの基礎知識を習得する 

・アクアエクササイズの基礎知識を習得する 

・各種トレーニングを実際に実施できる 

回 学  習  内  容 

１ 

ストレングストレーニング 

ストレングストレーニングの基礎 

２ 禁忌・適応・注意点 

３ 
上肢のストレングストレーニング 

４ 

５ 
上肢・下肢・体幹の複合的トレーニング 

６ 

７ 
演習１ 

８ 

９ 
演習２ 

１０ 

１１ 
演習３ 

１２ 

１３ 

フィールドでのトレーニング 

スプリント・アジリティ・エンデュランストレーニングの基礎 

１４ スプリント・アジリティ・エンデュランストレーニングの実際 

１５ 
演習１ 

１６ 

１７ 
演習２ 

１８ 

 



 

回 学  習  内  容 

１９ 

アクアエクササイズ 

アクアエクササイズの基礎 

２０ アクアエクササイズ体験 

２１ アクアエクササイズ演習 

２２ 

リラクセーション 

アイシング・クーリング 

２３ ヨガ・ピラティスの基礎 

２４ ヨガ・ピラティス演習 

２５ スポーツマッサージの基礎 

２６ 

スポーツマッサージ演習 
２７ 

２８ 

２９ 

３０ アロマテラピー 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 シニアトレーニング概論 実施時期 3 年次 前期・後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 
前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

布上 隆之（理学療法士：サルコペニア・フレイル認定指導士）、他 

【授業の概要・目的】 

 加齢に伴って病気または心や体の状態の問題が複雑に関連しあうことにより生じる「老

年症候群」について学習する。また、シニア世代（高齢者）にトレーニングを行う上での

注意点についても学習し、実際に高齢者へのトレーニングプログラムを立案する。 

【到達目標】 

・シニア世代（高齢者）のトレーニング、スポーツ活動の現場を体験する。 

・老年期に特有の疾患・身体機能障害について理解する。 

・シニア世代（高齢者）へのトレーニングプログラムを立案する。 

回 学  習  内  容 

１ シニア世代のトレーニング 

２ 

介護予防教室でのトレーニング 

演習１ 
３ 

４ 
演習２ 

５ 

６ 
演習３ 

７ 

８ 

シニア世代のスポーツ 

シニアスポーツの現状 

９ 

演習１ １０ 

１１ 

１２ 

演習２ １３ 

１４ 

１５ シニアスポーツチームの実際 

１６ 加齢と老化 老化とは、老化と生涯発達（ライフステージ）、高齢者とのかかわり方 

１７ 抗老化医学 アンチエイジングの概要（心臓病、認知症、ガン予防の食事と運動） 

１８ 形態の老化 脊柱変形、アライメント変化、柔軟性変化とＡＤＬへの影響と運動療法 

１９ 骨の老化 骨の加齢変化、リモデリング、骨の老化評価，骨粗鬆症への運動療法 

２０ 筋の老化 筋の加齢変化、筋の老化評価、筋萎縮予防の運動療法 

 



 

回 学  習  内  容 

２１ 呼吸機能の老化 換気能力の老化、ＣＯＰＤ、呼吸理学療法 

２２ 循環機能の老化 加齢と循環器疾患、心臓ポンプ機能の加齢、心臓リハビリ 

２３ 
神経系の老化 

運動制御、平衡機能、反応動作の老化と運動療法 

２４ 認知機能の老化とその予防 

２５ 高齢者のＡＤＬ 加齢に伴うＡＤＬ変化、評価と対応 

２６ 老化と生活習慣 運動機能、ストレス、抗酸化剤、ホルモン、肥満、嗜好 

２７ 健康と運動 高齢者の体力測定と運動の実践 

２８ 
老化予防の 

アプローチ 

高齢者の排尿機能チェックと機能向上 

２９ 高齢者の口腔機能チェックと機能向上 

３０ 高齢者における栄養学の知識 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 アスレティックリハビリテーション実践 実施時期 3 年次 前期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 スポーツ外傷・障害後に生じる機能的問題、動作的問題を整理し、評価結果から科学的

根拠に基づく対応を立案し、実施する能力の習得をめざす。 

【到達目標】 

・代表的なスポーツ外傷・障害に対応したアスレティックリハビリテーションを実施できる。 

回 学  習  内  容 

１ 
頭頚部のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション 

２ 

３ 

胸・腰部のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション ４ 

５ 

６ 

上肢のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 
骨盤帯・股関節のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション 

１４ 

１５ 
大腿部のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション 

１６ 

１７ 

膝関節のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

 

 

 



 

回 学  習  内  容 

２３ 

下腿部のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション ２４ 

２５ 

２６ 

足関節のスポーツ外傷・障害へのアスレティックリハビリテーション 
２７ 

２８ 

２９ 

３０ まとめ 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 総合アスレティックトレーナー演習 実施時期 3 年次 前期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 1単位 60 時間 

担当者名 前坂 宣明（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 実際のスポーツ現場を想定し、スポーツ外傷・障害を評価し、身体各部位のテーピング、

アスレティックリハビリテーション、アスレティックトレーニングプログラムを立案し実

施できることを目標とする。また、スポーツ現場で遭遇すると予想される救急事案に対応

できる様々な知識・スキル、実践能力を習得することも目標とする。 

【到達目標】 

・スポーツ外傷・障害を評価できる 

・評価に基づくテーピングが実施できる 

・評価に基づくアスレティックトレーニングを実施できる 

・スポーツ現場における救急事案に対応できる 

回 学  習  内  容 

１ 

救急対応 

上肢のスポーツ外傷への対応 

２ 下肢のスポーツ外傷への対応 

３ 体幹のスポーツ外傷への対応 

４ 頭頚部のスポーツ外傷への対応 

５ その他のスポーツ外傷への対応 

６ 
救急総合演習 

７ 

８ 

テーピング 

上肢へのテーピング 
９ 

１０ 
下肢へのテーピング 

１１ 

１２ 

テーピング総合演習 １３ 

１４ 

１５ 

アスレティックリハビリテーション 

上肢のスポーツ外傷・障害への対応 

１６ 下肢のスポーツ外傷・障害への対応 

１７ 体幹のスポーツ外傷・障害への対応 

１８ サッカー選手への対応 

１９ バスケットボール選手への対応 

２０ 
その他のスポーツ選手への対応 

２１ 

 



 

回 学  習  内  容 

２２ 

総合演習 

総合演習（パターン①） 

２３ 総合演習（パターン①）フィードバック 

２４ 総合演習（パターン②） 

２５ 総合演習（パターン②）フィードバック 

２６ 総合演習（パターン③） 

２７ 総合演習（パターン③）フィードバック 

２８ 総合演習（パターン④） 

２９ 総合演習（パターン④）フィードバック 

３０ 総括 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 3 コンディショニング』 

公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 



 

授業科目名 アスレティックトレーナー探求 実施時期 3 年次 後期 

授業回数 90 分×30 回 単位・時間数 2 単位 60 時間 

担当者名 中村 拓人（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー） 

【授業の概要・目的】 

 日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー資格取得に向けて、アスレティックト

レーナーの養成課程で学修した知識の確認し、理解を深める。 

【到達目標】 

・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーに必要な知識を習得する。 

回 学  習  内  容 

１ 
JSPO-ATの役割 

２ 

３ 

安全・健康管理およびスポーツ外傷・障害の予防 
４ 

５ 

６ 

７ 

コンディショニング 
８ 

９ 

１０ 

１１ 

リコンディショニング 
１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

検査・測定と評価 １６ 

１７ 

１８ 

人体の解剖と機能 １９ 

２０ 

２１ 

救急対応 ２２ 

２３ 

 



 

回 学  習  内  容 

２４ 

スポーツ科学 ２５ 

２６ 

２７ 

スポーツ医学 
２８ 

２９ 

３０ 

授業形態 講義 評価方法 レポート 

教 科 書 

『アスレティックトレーナー専門科目テキスト 2 安全・健康管理および 

スポーツ外傷・障害の予防』公益財団法人日本スポーツ協会 

『アスレティックトレーナー専門基礎科目テキスト 3 スポーツ医学概論』 

河野一郎 監修／文光堂 

参 考 書 『リファレンスブック』公益財団法人日本スポーツ協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


